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　心臓および循環が，単一臓器の作用として存在するだ

けでなく，多くの臓器と連携しながらその役割を果たし

ていることは広く知られています．とりわけ，心臓と腎

臓が互いの機能を補完し合って生体内の恒常性を維持し

ていること，その補完が破綻した際には，心臓も腎臓も

並行して悪くなってしまう現象は，「心腎連関」として今

日の循環器領域の臨床・研究において不可欠な分野とな

りました．このほかにも，肝臓との関係は心肝連関，そ

して最近では腸内細菌叢と心臓との関係も心腸連関とい

う新たなコンセプトとして提案されています．

　一方で，心臓と循環動態に大きな影響を与える脳，そ

して心については，心臓との連関について，まだあまり

多くのことは知られていません．そこで，本号では「脳と

心臓　心と心臓」というタイトルで，4 名のエキスパート

の先生方にご執筆いただくことができました．岸先生に

は，交感神経系と脳を介した多臓器連関について，藤生

先生には脳・神経系を介した心臓の恒常性維持機構につ

いて，興味深い基礎研究の観点からまとめていただきま

した．また，河野先生には，心不全パンデミック到来を

間近に控えたわが国で今後ますます重要になると思われ

る心不全の意思決定支援について実臨床に則した解説を

いただきました．結びには，市橋先生・萩原先生から循

環器疾患における抑うつ，不安，不眠などへの評価・対

処法についてわかりやすくまとめていただいています．

　本特集が，読者の皆様の診療や研究の一助になれば，

望外の喜びです．
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